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ARCHITECTS OF A BETTER W
ORLD

POST-2015 BUSINESS 
ENGAGEM

ENT 
ARCHITECTUREの

構
築

  
 



Post-2015 Business Engagem
ent Architectureは

、
世
界
の
企
業
の
持
続
可
能
な
発
展
の

取
り
組
み
に
関
し
て
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
が
得
た
10年

以
上
の
経
験
の
集
大
成
で

あ
り
、
2015年

以
降
の
発
展
課
題
に
関
し
て
世
界
中
で
行
わ
れ
た
協
議
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を

も
と
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
LEAD

企
業
と
協
力
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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で
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用
し
な
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こ
と
を
条
件
と
す
る
。
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自
由
参
加
 

Post-2015 Business Engagem
ent Architectureは

、
国
連
が
定
め
た
目
標
の
達
成
に
向
け
、
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・

コ
ン
パ
ク
ト
、
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
世
界
経
済
人
会
議
（
W
BCSD

）
、
G
RI（
G
lobal Reporting Initiative）

、
そ
の
他
志
を
同
じ
く
す
る
組
織
と
力
を
合
わ
せ
て
持
続
可
能
な
発
展
に
関
わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
営
む
こ
と
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に

事
業
を
展
開
し
て
い
る
組
織
、
団
体
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
呼
び
掛
け
、
企
業
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
行
動
を
推
進
・
支
持

す
る
た
め
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
連
携
の
根
底
に
は
以
下
の
共
通
し
た
理
解
が
あ
る
。

i) 企
業
の
持
続
可
能
性
戦
略
は
、
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
が
人
権
、
労
働
、
環
境
、
腐
敗
防
止
の
分
野
に
つ
い
て

提
案
し
た
普
遍
的
原
則
の
尊
重
に
根
ざ
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ii) 企

業
は
、
自
社
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
対
し
、
G
RIの
ま
と
め
た
基
準
な
ど
を
用
い
た
透
明
性
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
を
採
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
iii)ま

た
、
企
業
の
持
続
可
能
性
に
対
す
る
取
り
組
み
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
事
業
を

重
視
し
つ
つ
、
そ
れ
と
並
行
し
て
主
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
グ
ル
ー
プ
を
完
全
に
巻
き
込
む
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
 



進
捗
状
況
の
審
査

Post-2015 Business Engagem
ent Architectureが

動
的
か
つ
的
を
射
た
も
の
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
は
、
実
業
界
の
実
績
を
定
期
的
に
審
査
し
、
予
定
と
現
実
の
差
を
明
ら
か
に
し
、
主
な
項
目

す
べ
て
に
つ
い
て
優
先
事
項
と
戦
略
を
再
定
義
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

企
業
の
持
続
可
能
性

Post-2015 Business Engagem
ent Architectureの

中
心
に
は
、
次
の
3項
目
を
要
と
す
る
企
業

の
持
続
可
能
性
に
関
す
る
新
し
い
理
念
と
方
向
性
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
 i) 普

遍
的
原
則
の
尊
重
。

ii) 国
連
の
定
め
る
幅
広
い
目
標
を
支
持
す
る
行
動
を
取
る
。
ii) グ

ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
と
ロ
ー
カ
ル

レ
ベ
ル
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
集
団
行
動
に
参
加
す
る
。
以
上
の
3項
目
で
企
業
が
最
大
の
実
績
を

達
成
す
る
に
は
、
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
で
あ
る
。
こ
の

新
し
い
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
方
向
性
に
は
、
経
済
、
社
会
、
環
境
、
倫
理
面
に
お
け
る
企
業
の
長
期

価
値
の
提
供
も
意
味
す
る
よ
う
、
企
業
の
持
続
可
能
性
の
定
義
を
拡
大
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
。

持
続
可
能
な
開
発
目
標
と
企
業
の
長
期
目
標

 

企
業
は
、
包
括
的
な
経
済
成
長
、
社
会
的
公
平
及
び
社
会
的
発
展
、
環
境
保
護
を
推
進
す
る
持
続
可
能
性
戦
略

を
実
施
し
て
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
達
成
に
貢
献
す
る
。
こ
う
し
た
戦
略
や
活
動
は
、
収
益
増
加
、
資
源

生
産
性
に
資
す
る
と
共
に
、
業
務
、
法
令
、
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク
低
減
に
も
役
立
つ
と
い
う
理
解
が
進

ん
で
い
る
。
持
続
可
能
性
を
戦
略
や
業
務
に
組
み
入
れ
て
い
る
企
業
は
、
結
果
的
に
ま
す
ま
す
長
期
的
に
強
み

の
あ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
保
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
公
私
の
利
益
は
一
致
す
る
と
い
う
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
、
参
加
し
て
行
動
を
起
こ
し
た
い
と
い
う
意
欲
を
持
つ
企
業
を
増
や
す
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

推
進
力
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

 

持
続
可
能
性
に
お
け
る
課
題
に
対
す
る
企
業
の
行
動
を
示
す
「
ビ
ジ
ネ
ス
事

例
」
は
随
所
で
見
ら
れ
る
非
常
に
重
要
な
進
展
に
触
発
さ
れ
、
こ
こ
10年

で
大
き
く
強
化
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
地
域
団
体
、
政
府
、
企
業
の
教
育
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
通
し
て
発
信
さ
れ
た
、
責
任
あ
る
企
業
に
対
し
て
求
め
ら

れ
る
規
範
と
期
待
が
変
化
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
社
会
ベ
ー
ス
の
推
進
力
が

強
化
さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
同
様
に
、
企
業
が
顧
客
や
投
資
家
、
従
業

員
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
を
集
め
定
着
さ
せ
る
力
が
、
持
続
可
能
性
に
ま

す
ま
す
左
右
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
市
場
ベ
ー
ス
の
推
進
力
も
強
化
さ
れ
て

い
る
。
新
し
い
世
界
の
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、
推
進
力
の
相
互
作
用
を
さ
ら

に
強
化
し
、
見
識
あ
る
実
業
界
の
指
導
者
に
「
新
し
い
時
代
の
企
業
の
持
続

可
能
性
戦
略
を
立
案
・
実
施
し
た
い
」
と
心
か
ら
思
わ
せ
る
き
っ
か
け
と
な

る
。

活
動
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
 

Post-2015 Business Engagem
ent Architectureで

は
、
国
連
の
目
標
達
成
に
向
け
た
幅
広
い
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
取
り
組
み
に
対
す
る
企
業
の
参
加
に
資
す
る
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
持
続
可
能
性
の
取
り
組
み
を
最
適
化
し
、
ス

ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
す
る
支
え
と
な
る
「
活
動
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
対
す
る
期
待
が
特
に
高
い
。

こ
う
し
た
支
え
に
は
、
地
理
別
、
部
門
別
、
問
題
別
に
企
業
や
そ
の
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
協
力
し
合
え
る
多
彩
な

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
が
あ
り
、
こ
う
し
た
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
体
系
的
課
題
の
解
決
に
不
可
欠
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
や
集
団
行
動
を
推
進
す
る
鍵
と
な
る
。
国
別
の
持
続
可
能
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

が
急
速
に
成
長
し
（
現
時
点
で
、
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
は
こ
の
種
の
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
100あ

る
と
み
て
い
る
。
W
BCSD

の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
65あ

る
）
、
参
加
機
会
を
ふ
ん
だ
ん
に
設
け
る
と
と
も
に
、
多
く
の

持
続
可
能
性
の
課
題
を
解
決
す
る
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
の
共
同
行
動
を
促
進
し
て
い
る
。

透
明
性
及
び
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

国
連
の
優
先
事
項
に
取
り
組
む
企
業
を
10年

以
上
見
て
き
た
経
験
か
ら
言
う
と
 、

Post-2015 Business Engagem
ent Architectureに

は
、
企
業
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
に
透
明
性
を
持
た
せ
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
実
現
に
向
け
て
確
実
に
前
進

す
る
よ
う
に
一
連
の
強
固
な
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
対
策
を
組
み
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
透
明
か
つ
正
確
に
進
捗
状
況
を
追
跡
す
る
に

は
、
公
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
関
連
の
基
準
や
認
定
ス
キ
ー
ム
、
適
切
な
報
告

体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

Post-2015 Business Engagem
ent Architectureで

は
、
持
続
可
能
な
発
展
に
役
立
つ

企
業
の
持
続
可
能
性
の
強
化
に
必
要
で
あ
り
、
企
業
と
社
会
の
双
方
に
価
値
を
生
み
出
す
主

な
事
項
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
企
業
の
持
続
可
能
性
を
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
、
2015年

以
降
の
事
業
を
本
当
に
改
革
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
包
括
的
か
つ
集
団
的
な
取
り
組
み
を
行

い
、
各
事
項
並
び
に
連
携
を
更
に
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
々
の
企
業
、
企
業
の
持

続
可
能
性
関
連
団
体
、
政
府
、
投
資
家
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
、
市
民
社
会
、
労
働
者
、
消

費
者
の
い
ず
れ
に
も
企
業
に
よ
る
取
り
組
み
を
拡
大
す
る
た
め
に
果
た
す
べ
き
役
割
が
あ
り
、

今
以
上
の
努
力
が
必
要
な
分
野
を
明
ら
か
に
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

POST-2015 BUSINESS ENGAGEM
ENT ARCHITECTURE

推
進

Market-
based

市
場
ベ
ー
ス

社
会
ベ
ー
ス

ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

信
頼
構
築

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

企
業
の
持
続
可
能
性

尊
重

支
持

エ
ン
ゲ
ー
ジ

推
進
力
及
び

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
拠
点

現
地
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

業
界
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

イ
シ
ュ
ー

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

活
動
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
 

前
 進

動
機
付
け

報
告
書
の

基
準
 

認
証

ス
キ
ー
ム

透
明
性
・
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

原
則
及
び
目
標
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
に
関
す
る
公
式
な
記
録
 

測
定
・

評
価
業
務

持
続
可
能
な
発
展
に

お
け
る
優
先
事
項

 
企
業
の
長
期
目
標

・
包
括
的
な
成
長

・
 社
会
的
公
正
及
び

    社
会
的
発
展

・
 環
境
保
護

・
 収
益
増
加

・
 資
源
生
産
性

・
 リ
ス
ク

    マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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企
業
の
秘
め
ら
れ
た
可
能
性
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
発
揮
す
る
 

歴
史
的
機
会

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
期
限
で
あ
る
2015年

を
控
え
、
新
し
い
グ
ロ

ー
バ
ル
な
持
続
可
能
な
発
展
の
枠
組
み
作
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
新
し
い
枠
組
み
は
、
次
の
時
代
の
優
先
事
項
と
手
法
を
明
確
に
す
る

も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
国
連
加
盟
国
は
、
現
在
、
2015年

に
採
択
さ
れ

る
一
連
の
新
し
い
目
標
に
関
す
る
作
業
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
れ
と
並

行
し
て
、
事
務
総
長
が
中
心
と
な
り
、
国
連
の
目
標
を
支
持
す
る
実
業

界
、
投
資
界
、
慈
善
団
体
、
市
民
社
会
、
学
界
か
ら
幅
広
く
参
加
で
き

る
国
連
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
案
策
定
の
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
2015年

以
降
の
開
発
課
題
は
、
国
際
社
会
が
企
業
を
動
員
し
、
世

界
の
優
先
課
題
を
よ
り
効
果
的
に
前
進
さ
せ
る
歴
史
的
機
会
を
提
供
す

る
。
そ
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
と
っ
て
は
、
ミ
ッ
シ

ョ
ン
と
戦
略
を
2015年

以
降
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
整
合
す
る
よ
う
引
き
上
げ
、

国
際
社
会
と
世
界
経
済
に
利
す
る
と
と
も
に
、
事
業
の
成
功
を
推
進
す

る
結
果
を
出
す
絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
。
事
実
、
こ
の
新
し
い
課
題
の

推
進
力
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
経
済
、
環
境
、
社
会
的
ア
ン
メ
ッ
ト
・

ニ
ー
ズ
（
満
た
さ
れ
て
い
な
い
ニ
ー
ズ
）
で
あ
り
、
企
業
に
と
っ
て
は
、

持
続
可
能
な
製
品
や
画
期
的
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
を

満
た
す
新
し
い
市
場
機
会
が
生
ま
れ
て
い
る
。
 

昨
年
、
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
は
世
界
各
地
で
一
連
の
協
議
、

調
査
、
そ
し
て
焦
点
を
絞
っ
た
意
見
交
換
を
実
施
し
、
そ
の
中
で
、
参

加
企
業
は
、
持
続
可
能
な
発
展
の
経
済
、
社
会
、
環
境
分
野
で
2015年

以
降
に
取
り
組
む
べ
き
グ
ロ
ー
バ
ル
な
優
先
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
。

提
案
さ
れ
た
優
先
事
項
は
い
ず
れ
も
民
間
部
門
が
前
進
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
莫
大
な
可
能
性
を
秘
め
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
大
き
く
前
進
さ

せ
る
に
は
、
企
業
の
持
続
可
能
性
に
世
界
規
模
の
ス
ケ
ー
ル
と
強
さ
が

必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
連
携
と
共
同
投
資
を
中
心
に
据
え
た
新
し
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
パ
ラ
ダ
イ
ム
も
欠
か
せ
な
い
。

世
界
各
地
で
企
業
の
持
続
可
能
性
に
関
す
る
活
動
が
盛
ん
に
な

り
つ
つ
あ
り
、
責
任
あ
る
事
業
活
動
と
持
続
可
能
性
の
目
標
を

事
業
戦
略
の
中
心
に
据
え
る
企
業
が
年
々
増
え
て
い
る
。
企
業

が
、
中
核
事
業
を
通
じ
て
世
界
の
最
も
緊
急
な
課
題
の
解
決
に

協
力
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
利
益
や
機
会
を
実
現
し
て
い
る
例
が

増
え
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
公
私
連
携
の
土
台
無
く
し

て
総
合
的
繁
栄
は
築
け
な
い
」
と
い
う
認
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ

る
。
こ
う
し
た
推
移
を
反
映
し
、
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト

に
は
現
在
約
8,000社

が
加
入
し
、
加
入
各
社
は
、
「
人
権
、

労
働
、
環
境
、
腐
敗
防
止
の
分
野
の
普
遍
的
10原

則
を
尊
重
す

る
こ
と
」
、
そ
し
て
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
M
D
G
）
な
ど
、

さ
ら
に
広
い
国
連
の
目
標
を
支
持
す
る
行
動
を
起
こ
す
こ
と
」

を
公
約
し
て
い
る
。
 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と

共
同
投
資
に
よ
っ
て
、

 
 

完
全
に
実
現
す
る
こ

 すべ
て
に
利
す
る
機
会

をと
が
で
き
る
 



 
3
 
 

新
し
い
レ
ベ
ル
の
連
携

 

こ
れ
ま
で
に
な
い
規
模
で
連
携
し
て
行
動
を
起
こ
す
下
地
は
整
っ
て
い
る
。

こ
の
10年

、
実
業
界
、
投
資
家
、
政
府
、
国
連
機
関
、
市
民
社
会
、
労
働

界
な
ど
あ
ら
ゆ
る
主
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
、
最
も
広
義
な
意
味
の

持
続
可
能
な
発
展
に
関
連
し
て
説
明
会
を
設
け
、
戦
略
を
打
ち
出
し
、
能

力
を
育
成
し
て
き
た
。
企
業
に
関
し
て
は
、
現
地
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
や

能
力
の
み
な
ら
ず
、
き
わ
め
て
多
彩
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
持
続
可
能
性
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち

真
の
意
味
で
取
り
組
み
を
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
す
る
機
会
と
資
源
が
生
ま
れ

た
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
な
進
展
で
あ
る
。

企
業
が
十
分
な
利
益
と
結
果
を
出
し
、
最
も
有
意
義
な
形
で
持
続
可
能
な

発
展
に
貢
献
す
る
に
は
、
先
駆
企
業
と
し
て
取
り
組
む
だ
け
で
な
く
、
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
み
な
ら
ず
、
未
経
験
で
あ
る
こ
と
も
多
い
同
業
者
を

結
び
つ
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
や
集
団
行
動
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
り

入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
連
携
で
は
、
幅
広
い
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
や
主
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
一
団
が
参
加
し
て
共
同
投

資
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
に
ま
と
め
ら
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
や
ロ
ー
カ
ル
の
各

種
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
さ
ら
に
強
化
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
う
し
た
機
会
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
そ
し
て
資
源
の
プ
ー
ル

と
共
同
利
用
（
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
人
々

に
利
す
る
よ
う
存
分
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
新
し
い
時

代
の
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、
「
全
く
新
し
い
ス
ケ
ー
ル
で
他
者

と
協
力
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
本
書
で
は
Post-2015 Business  Engagem

ent 
Architectureを

紹
介
し
、
行
動
、
連
携
、
共
同
投
資
を
通
じ
て
持
続
可

能
な
発
展
を
推
進
す
る
可
能
性
を
十
分
に
活
か
せ
る
よ
う
、
世
界
の
企
業

を
動
機
づ
け
、
支
援
す
る
優
先
事
項
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
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企
業
と
社
会
の
目
標
に
向
け
た
前
進

企
業
や
市
場
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
相
互
依
存
が
進
む
に

つ
れ
、
企
業
は
、
公
私
の
利
益
の
一
致
す
る
点
が
増
え
て
い
る

こ
と
に
気
づ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
繁
栄
と
成
長
の
可
否
は
、

繁
栄
し
て
い
て
、
持
続
可
能
な
社
会
が
存
在
す
る
か
否
か
に
か

か
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
社
会
的
剥
奪
と
環
境
破
壊
は
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
、
資
本
の
流
れ
、
従
業
員
の
生
産
性
に
大
き
な

負
の
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
企
業
は
気
づ
い
て

い
る
。

す
な
わ
ち
、
広
が
り
続
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
と
課
題
に
関
す
る
国

連
の
優
先
事
項
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
の
優
先
事
項
の
差

が
縮
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
企
業
の
責
任
に
関
す
る
戦
略
を
立
て
、
共
同
で
行
動
し
、

共
通
リ
ス
ク
へ
の
対
処
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
に
と
っ
て
も
企

業
に
と
っ
て
も
好
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

動
機
は
企
業
に
も
社
会
に
も
好
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と  

そ
れ
と
同
時
に
、
持
続
可
能
な
発
展
に
お
け
る
経
済
、
社
会
、
環
境
面
の

ア
ン
メ
ッ
ト
・
ニ
ー
ズ
（
ま
だ
満
た
さ
れ
て
い
な
い
ニ
ー
ズ
）
へ
の
対
応

を
進
め
る
こ
と
は
、
「
正
し
い
行
い
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
新
市
場
に
参

入
し
、
新
し
い
事
業
の
機
会
を
生
み
出
す
手
段
で
も
あ
る
こ
と
が
多
く
の

企
業
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
気
候
変
動
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
公
衆
衛
生
、
農
業
、
教
育
、
健
康
と
い
っ
た

課
題
を
、
収
益
を
上
げ
つ
つ
解
決
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
今

日
既
に
存
在
し
、
大
手
企
業
は
、
数
百
万
人
の
貧
困
を
解
消
し
つ
つ
新
市

場
を
開
く
可
能
性
の
あ
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
開
発
を
進
め
て
い

る
。
 

持
続
可
能
な
開
発
目
標
に
近
づ
け
る
機
会
を
理
解
す
る
こ
と
自
体
、
依
然

と
し
て
企
業
が
戦
略
や
業
務
に
持
続
可
能
性
を
組
み
入
れ
る
強
い
動
機
と

し
て
あ
る
が
、
そ
う
し
た
同
じ
戦
略
が
、
「
各
社
の
収
益
増
加
、
資
源
生

産
性
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
貢
献
し
、
長
期
事
業
目
標
を
実
現
す
る

要
と
な
る
」
と
い
う
確
信
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
も
増
え
て
い
る
。

収
益
増
加

社
会
的
公
平
及
び

社
会
的
発
展

持
続
可
能
な
発
展
に

お
け
る
優
先
事
項

企
業
の
長
期
目
標

包
括
的
な
成
長

環
境
保
護

「
企
業
が
持
続
可
能
性
戦
略
を
立
て
て
成
長
、
生
産
性
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
貢
献
し
長
期
的
な
事
業
目
標
を
推
進
す
る
方

法
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
よ
り
適
切
に
評
価
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
「
価
値
推
進
モ
デ

ル
」
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
LEAD

は
、
国
連
責
任
投
資
原
則
（
PRI）

と
連
携
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
価
値
推
進
モ
デ
ル
に
つ
い
て
詳
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
性
の

経
済
的
価
値
を
数
値
化
す
る
取
り
組
み
で
大
き
な
前
進
が
見
ら
れ
た
企
業
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

http://w
w
w
.unglobalcom

pact.org/Issues/financial_m
arkets/esg_investor_briefings.htm

l 

資
源
生
産
性

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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2015年
以
降
の
問
題
分
野
の
優
先
事
項

世
界
各
地
で
一
連
の
協
議
が
行
わ
れ
、
 国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
参
加
企
業
数
千
社
が
、
「
開
発
に
関
す
る
今
後
の
協
議

事
項
の
中
心
に
な
る
と
思
わ
れ
る
国
際
的
な
発
展
の
優
先
順
事
項
」
に
関
し
て
意
見
を
述
べ
た
。
 上
図
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン

パ
ク
ト
LEAD

内
で
焦
点
を
絞
り
込
ん
で
行
わ
れ
た
意
見
交
換
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
で
は
、
問
題
の
優
先
順
位
決
定

に
関
す
る
提
言
を
明
確
に
し
、
テ
ー
マ
が
「
包
括
的
な
成
長
」
、
「
人
間
の
ニ
ー
ズ
と
能
力
」
、
「
資
源
の
3要
素
」
、
「
発
展
を

可
能
に
す
る
環
境
」
の
4つ
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。
 1

グ
ロ
ー
バ
ル
な
優
先
事
項
の
実
行
に
ビ
ジ
ネ
ス
界
が
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
、
世
界
経
済
人
会
議
（
W
BCSD

）
の
Action

2020を
見
て
も
よ
く
分
か
る
。
2 Action2020は

、
科
学
的
知
識
を
も
と
に
大
規
模
な
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
出
す
枠
組
み

を
設
け
、
自
然
資
本
と
社
会
資
本
の
9つ
の
重
点
分
野
、
す
な
わ
ち
気
候
変
動
、
栄
養
素
、
生
態
系
、
有
害
物
質
、
水
、
基
本
的
ニ
ー

ズ
と
権
利
、
技
能
と
雇
用
、
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
4つ
の
F（
Food＝

食
糧
、
Feed=飼

料
、
Fiber＝

繊
維
、
Bio-Fuels

=バ
イ
オ
燃
料
）
に
つ
い
て
概
説
し
て
い
る
。
Action2020と

2015年
以
降
の
優
先
的
問
題
に
見
ら
れ
る
一
致
部
分
で
は
、
企
業
が

も
た
ら
す
有
意
義
な
変
革
の
可
能
性
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
。

2

₂ 

₁
  こ
の
一
連
の
問
題
は
、
2013年

6月
に
国
連
事
務
総
長
に
提
出
さ
れ
た
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
の
2015年

以
降
の
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

₂
  http://w

w
w
.w
bcsd.org/action2020.aspx

繁
栄
と

公
平
性
 

 

健
康

女
性
の

エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等

教
育

食
糧
・
農
業

資
源
の
3要
素

包
括
的
な
成
長

 

発
展
を
可
能
に
す
る

　
環
境

 
 
 
 
 
 
 

人
間
の
ニ
ー
ズ
と
能
力

平
和
･安
定

水
・
公
衆
衛
生

イ
ン
フ
ラ
･技
術

エ
ネ
ル
ギ
ー

気
候

グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス

人
権

 

Source: G
lobal Com

pact LEAD
 consultations
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近
年
、
様
々
な
要
因
か
ら
企
業
上
層
部
に
持
続
可
能
な
発
展
を

推
進
す
る
行
動
を
取
る
意
欲
が
生
じ
て
お
り
、
企
業
の
持
続
可

能
性
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
事
例
」
の
強
化
が
続
い
て
い
る
。

そ
の
推
進
力
と
な
る
も
の
は
動
的
で
常
に
変
化
し
て
お
り
、
社

会
ベ
ー
ス
の
推
進
力
と
市
場
ベ
ー
ス
の
推
進
力
と
い
う
2種
類

に
大
別
で
き
る
。
政
府
の
打
ち
出
す
政
策
や
市
民
社
会
で
生
ま

れ
る
期
待
と
い
っ
た
社
会
ベ
ー
ス
の
推
進
力
は
、
常
に
企
業
が

社
会
や
環
境
に
与
え
る
負
の
影
響
を
減
ら
し
、
よ
り
責
任
の
あ

る
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
採
用
す
る
強
い
動
機
と
な
っ
て
い
る
。

企
業
の
持
続
可
能
性
の
最
も
重
要
な
推
進
力
が
市
場
自
体
に
あ

る
例
が
増
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
や
投
資
家
が
持
続
可
能

性
関
連
の
要
件
や
選
好
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
従
業
員

や
消
費
者
の
参
画
の
増
大
が
、
企
業
の
中
核
事
業
並
び
に
関
連

の
戦
略
に
直
接
影
響
を
与
え
、
左
右
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
は
こ
う
し
た
推
進
力
が
結
集
し
て
大
き
な
力
と
な
る
こ

と
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
推
進
力
の
理
解
は
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
グ

ル
ー
プ
に
と
っ
て
、
よ
り
責
任
あ
る
持
続
可
能
な
企
業
に
な
る

こ
と
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
一
層
強
め
る
方
法
で
、
彼
ら
自

身
の
活
動
を
高
め
、
強
化
す
る
好
機
と
な
る
。

様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の

推
進
力
の
理
解
は
、
「
よ
り
責
任
の
あ
る
持
続
可
能
な
企
業
に

な
り
た
い
」
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
支
え
る
形
で
、
自
身

の
活
動
を
拡
充
す
る
好
機
と
な
る
だ
ろ
う
。

ビ
ジ
ネ
ス
事
例
の
強
化 

 
 

そ
の
際
に
は
、
ポ
ス
ト
2015年

開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
や
、
貧
困
と
の
戦
い

及
び
持
続
可
能
な
発
展
を
推
進
す
る
た
め
の
世
界
的
な
取
り
組
み
を
後

押
し
す
る
気
運
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
政
府
に
と
っ
て
は
、
 企
業
の
持
続
可
能
性
の
向
上
に
役
立
つ

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
打
ち
出
す
政
策
を
拡
大
展
開
す
る
絶
好
の
機
会
か

も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
発
展
の
展
開
に
つ
い
て
世
界
中
の

消
費
者
を
教
育
し
、
力
づ
け
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

以
下
、
社
会
ベ
ー
ス
及
び
市
場
ベ
ー
ス
の
8大
推
進
力
、
並
び
に
、
そ
れ

ら
の
重
要
な
推
移
に
つ
い
て
簡
単
に
論
じ
る
。

市
民
社
会
の
期
待

こ
の
推
進
力
は
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
時
に
よ
っ
て
は
思
い
も
よ
ら

な
い
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
ま
ず
、
市
民
社
会
や
地
域
を
代
表
す
る
団

体
さ
ら
に
は
個
人
に
よ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
や
組
織
化
が
大
幅
に
進
ん
で
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
期
待
の
高
ま
り

が
、
大
規
模
な
国
際
N
G
O
だ
け
で
は
な
く
、
連
携
し
て
い
る
草
の
根
組

織
や
き
わ
め
て
局
地
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
例
が
増

え
て
い
る
こ
と
。
 第
三
に
、
産
業
界
と
組
ん
で
協
力
す
る
意
欲
が
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
解
決
策
発
見
へ
の
移
行
が
見
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
展
開
は
、
「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
と

連
携
に
よ
っ
て
懸
念
を
予
測
し
、
そ
の
軽
減
を
図
る
こ
と
は
、
社
会
と

企
業
の
双
方
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
」
と
認
識
し
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
懸
念
を
事
前
に
あ
ぶ
り
出
し
対
処
す
る
こ
と
を
企
業
に
期
待
し
て
い

る
こ
と
の
裏
返
し
で
あ
る
。

天
然
資
源
の
不
足

近
年
、
人
類
が
自
然
環
境
や
関
連
資
源
に
対
し
て
か
け
る
負
荷
が
増
し

て
い
る
こ
と
が
明
白
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
気
候
変
動
、

水
ス
ト
レ
ス
、
生
態
系
や
生
物
多
様
性
の
全
体
的
悪
化
の
影
響
な
ど
が

あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
企
業
は
、
直
接
的
あ
る
い
は
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
を
介
し
て
そ
う
し
た
資
源
に
ど
れ
ほ
ど
依
存
し
て
い
る
か
に
つ

い
て
理
解
し
始
め
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
自
然
資
本
を
重
ん
じ
る

と
と
も
に
環
境
資
源
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
新
し
い
取

り
組
み
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
。
 

Market-
based

市
場
ベ
ー
ス

社
会
ベ
ー
ス

推
進
力
及
び

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
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政
府
の
政
策

企
業
の
持
続
可
能
性
に
関
連
す
る
最
も
重
要
な
流
れ
の
一
つ
に
、

事
業
活
動
の
改
善
の
義
務
付
け
や
奨
励
を
行
う
た
め
に
、
規
制

及
び
ソ
フ
ト
な
政
策
の
両
面
か
ら
公
共
部
門
の
関
与
が
増
え
て

い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
持
続
可
能
性

に
関
す
る
開
示
を
義
務
化
し
、
企
業
の
行
動
に
関
す
る
国
際
法

を
組
み
込
ん
で
い
る
国
内
法
、
調
達
・
投
資
政
策
の
再
編
成
、

新
し
い
形
の
官
民
連
携
の
開
始
、
よ
り
賢
明
な
事
業
活
動
の
奨

励
と
表
彰
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
政
府
が
、
特
に
自
然
資
本
に

関
連
し
、
価
格
設
定
そ
の
他
の
政
策
を
採
択
又
は
検
討
し
、
よ

り
責
任
あ
る
企
業
行
動
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
設
け
る
例
も
増

え
て
い
る
。

見
識
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
界
の
指
導
者

 
こ
の
推
進
力
に
つ
い
て
は
、
約
40社

に
よ
る
支
持
に
始
ま
り
、

現
在
約
8,000人

の
最
高
経
営
責
任
者
が
関
わ
っ
て
い
る
国
連

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
が
も
っ
と
も
良
い
例
だ
ろ
う
。

近
年
、
こ
れ
ら
の
見
識
あ
る
指
導
者
（
リ
ー
ダ
ー
）
は
、
先
進

企
業
の
競
争
心
も
煽
り
な
が
ら
、
日
和
見
的
な
企
業
の
行
動
を

促
し
て
お
り
、
ト
ッ
プ
を
目
指
し
た
戦
い
を
促
進
し
て
い
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
責
任
あ
る
経
営
教
育
原
則
（
PRM

E）
を
採

用
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
懸
念
を

重
視
す
る
新
世
代
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
輩
出
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
も
増
え
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
の
要
請

企
業
の
持
続
可
能
性
が
主
流
に
な
る
に
つ
れ
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
や
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
を
精
査
し
、
自
社
の
ビ
ジ
ネ

ス
エ
コ
シ
ス
テ
ム
全
体
で
持
続
可
能
性
の
原
則
に
対
す
る
取
り

組
み
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
企
業
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
方
針
や
活
動
を
調
整
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ト
ナ
ー
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
不
良
の
リ
ス
ク
、
ひ
い
て
は

社
会
・
環
境
に
対
す
る
被
害
の
発
生
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
調
和
に
よ
り
志
を
同
じ
く

す
る
組
織
が
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
指
向
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

結
ば
れ
、
新
し
い
共
同
行
動
が
生
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

顧
客
の
選
好
と
期
待
 

 

世
界
中
の
市
場
の
消
費
者
が
、
自
ら
購
入
す
る
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
企
業
の
方
針
や
活
動
に
つ
い
て
懸
念

の
声
を
上
げ
る
例
が
増
え
て
い
る
。
「
倫
理
的
消
費
活
動
」

の
力
は
確
実
に
増
し
て
お
り
、
幅
広
い
業
界
の
企
業
に
と
っ

て
課
題
で
あ
る
反
面
、
商
機
に
も
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
企
業
が
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う

に
設
計
・
開
発
し
、
消
費
者
に
伝
え
る
か
が
重
要
な
問
題
と

な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ま
た
、
「
害
を
与
え
な
い
」
以

上
の
方
針
を
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
グ

ロ
ー
バ
ル
な
目
標
の
達
成
に
貢
献
す
る
こ
と
を
消
費
者
は
間

違
い
な
く
企
業
に
期
待
す
る
だ
ろ
う
。

従
業
員
か
ら
の
要
望
／
従
業
員
に
よ
る
動
機
付
け
 

消
費
者
は
従
業
員
で
あ
り
、
そ
の
逆
に
従
業
員
は
消
費
者
で

あ
る
。
倫
理
的
消
費
活
動
の
増
加
と
密
接
に
関
連
し
て
、
従

業
員
や
労
働
者
が
一
斉
に
雇
用
主
の
方
針
や
活
動
に
期
待
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
要
望
を
寄
せ
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
。
こ

の
従
業
員
に
よ
る
動
機
付
け
は
、
目
の
前
の
労
働
条
件
や
賃

金
の
改
善
要
求
か
ら
、
持
続
可
能
性
を
リ
ー
ド
す
る
会
社
に

勤
務
し
、
そ
の
会
社
と
「
関
係
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
誇

り
」
の
追
求
ま
で
及
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
意
欲
的
な
従
業

員
は
、
目
の
前
の
職
場
の
壁
を
打
ち
破
る
変
革
の
力
に
も
な

り
え
る
。

投
資
家
か
ら
の
要
請

 
 

会
社
の
様
相
を
変
え
る
新
し
い
「
責
任
あ
る
投
資
家
」
世
代

の
台
頭
が
既
に
始
ま
っ
て
お
り
、
今
後
数
年
か
ら
数
十
年
で

増
え
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
国
連
責
任
投
資
原
則
や
カ
ー
ボ

ン
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
CD
P）
と
い
っ
た

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
は
数
十
兆
米
ド
ル
の
資
産
に
相
当
す
る

機
関
投
資
家
が
集
ま
っ
た
。
 こ
う
し
た
長
期
指
向
の
投
資
家

は
、
投
資
先
企
業
の
環
境
、
社
会
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
へ

の
対
応
に
関
し
て
よ
り
一
層
の
情
報
提
供
を
要
求
し
て
い
る
。
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企
業
の
持
続
可
能
性
と
は
、
経
済
、
社
会
、
環
境
、
倫
理
面
で

企
業
が
長
期
的
価
値
を
提
供
す
る
こ
と
を
言
う
。
こ
の
長
期
的

価
値
の
重
視
に
は
責
任
と
機
会
を
伴
う
。

普
遍
的
原
則
を
尊
重
す
る

基
本
的
に
、
ど
の
企
業
に
も
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
の

よ
う
な
普
遍
的
原
則
に
従
っ
て
業
務
を
行
う
責
任
が
あ
る
。
現
実

面
で
は
、
こ
う
し
た
普
遍
的
原
則
を
適
宜
企
業
の
戦
略
や
方
針
、

手
順
に
組
み
入
れ
、
誠
実
さ
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
重
ん
じ
る
社
風
を

育
み
、
会
社
が
社
会
や
環
境
に
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
負
の
影
響
を
明
ら

か
に
し
、
そ
の
影
響
を
防
止
、
軽
減
し
て
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
す

る
か
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
会
社
自
体
の

リ
ス
ク
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
社
の
評
判
に
与
え
る
リ
ス
ク
、
法

的
リ
ス
ク
、
経
済
的
リ
ス
ク
も
軽
減
で
き
る
こ
と
は
多
い
が
、
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
で
は
そ
う
し
た
リ
ス
ク
だ
け
で
な
く
、
企
業
活
動
が
社
会
や

環
境
に
与
え
る
リ
ス
ク
も
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
。
普
遍
的
原
則
を
実
践

す
る
責
任
を
組
織
全
体
に
浸
透
さ
せ
る
と
と
も
に
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
そ

の
他
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
同
じ
く
高
い
基
準
が
徹
底
さ
れ
る
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
連
の
定
め
る
よ
り
幅
広
い
目
標
と
問
題
を
支
持
す
る
活
動
を
行
う

 

労
働
、
環
境
、
腐
敗
防
止
の
分
野
で
人
権
そ
の
他
の
普
遍
的
原
則
を
尊
重

す
る
基
本
的
責
任
を
認
識
す
る
だ
け
で
な
く
、
事
業
の
収
益
性
と
実
現
性

に
も
利
す
る
よ
う
に
自
社
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
を
活
用
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
持
続
可
能
性
の
目
標
達
成
を
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
気
付
く
企
業
が

ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
。
企
業
の
持
続
可
能
性
が
有
す
る
可
能
性
を
理
解

す
る
に
は
、
持
続
可
能
性
を
事
業
戦
略
、
研
究
開
発
、
事
業
開
発
の
中
心

に
据
え
て
い
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
内
部
で
起
き
て
い
る
、

非
常
に
興
味
深
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

例
と
し
て
は
、
省
エ
ネ
型
解
決
策
の
開
発
を
重
視
し
て
い
る
企
業
や
貧
困

層
向
け
の
手
頃
な
生
活
改
善
製
品
を
出
し
て
い
る
企
業
な
ど
が
あ
る
。
事

業
と
利
益
を
完
全
に
融
合
し
た
手
法
と
し
て
の
企
業
の
持
続
可
能
性
は
、

貧
困
、
壊
滅
的
気
候
変
動
の
リ
ス
ク
、
そ
の
他
世
界
が
現
在
直
面
し
て
い

る
地
球
規
模
の
課
題
を
解
決
す
る
重
要
要
素
で
あ
る
。

新
し
い
責
任
と
機
会

原
則
と
目
標
に
関
す
る
公
約

 
 

 
 

毎
年
、
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る
数
千
人
の
最
高
経
営
責
任
者
が
、
普
遍
的
原
則
に
対
す
る

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
確
認
・
再
確
認
を
公
的
に
行
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
や
そ
の
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
誠

実
さ
と
責
任
に
関
す
る
強
力
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る
。
社
内
的
に
は
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
、
企
業
が
持
続
可

能
性
に
関
す
る
戦
略
を
立
案
し
、
明
確
化
す
る
こ
と
に
役
立
ち
、
た
と
え
経
営
陣
が
交
代
し
て
も
要
と
な
り
得
る
。

事
業
の
製
造
販
売
な
ど
の
分
野
で
は
目
標
設
定
は
標
準
的
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
最
も
熱
心
か
つ
先
進
の
企
業
で
持
続

可
能
性
の
問
題
に
同
じ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
適
用
し
て
い
る
例
は
少
な
く
、
持
続
可
能
性
の
目
標
を
公
表
し
て
い
る
例
は

さ
ら
に
少
な
い
。
し
か
し
、
企
業
の
具
体
的
目
標
及
び
期
限
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ
る

効
果
的
な
ツ
ー
ル
と
な
り
、
勤
務
評
定
と
実
績
型
給
与
構
造
に
持
続
可
能
性
の
優
先
事
項
を
盛
り
込
み
推
進
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
社
外
的
に
は
、
具
体
的
な
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
達
成
を
支
え
る
た
め
に
会
社
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
説
明
し
、
原
則
ベ
ー
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
補
足
し
て
い
る
。

C
o
r
p
o
r
a
t
e
 

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

企
業
の
持
続
可
能
性

尊
重

支
持

エ
ン
ゲ
ー
ジ
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普
遍
的
原
則
を
尊
重
す
る
企
業
の
責
任
に
つ
い
て
の
詳
し
い
説
明
は
、
国
連
グ
ロ
ー

バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
10原
則
を
参
照
。

http://unglobalcom
pact.org/AboutTheGC/TheTenPrinciples/index.htm

l 
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
パ
ク
ト
10原
則
は
、
国
連
の
宣
言
及
び
条
約
に
基
づ
い
て

お
り
、
世
界
的
な
合
意
が
得
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

 

 

本
書
で
簡
単
に
説
明
さ
れ
て
い
る
、
4分
野
に
お
け
る
企
業
の
持
続
可
能
性
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
よ
り
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
企
業
の
持
続
可
能
性

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
青
写
真
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
青
写
真
は
、
国
連
グ

ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
の
目
的
の
尊
重
と
支
持
と
い
う
対
の
概
念
を
根
づ
か
せ
、

 CEO
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
取
締
役
会
に
よ
る
採
択
と
監
督
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
透
明
性
と
開
示
の
強
化
に
よ
っ
て

国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
の
目
的
を
企
業
戦
略
に
組
み
入
れ
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

 http://w
w
w
.unglobalcom

pact.org/H
ow
ToParticipate/Business_ 

Participation/blueprint_for_corporate_sustainability_leadership.htm
l

「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
指
導
原
則
: 国
連
の
『
保
護
、
尊
重
、
救
済
』
の

枠
組
み
の
実
施
」
も
参
照
 。
こ
の
指
導
原
則
で
は
、
企
業
が
人
権
を
尊
重
す
る

責
任
、
被
害
者
が
有
効
な
救
済
を
受
け
る
手
段
を
得
ら
れ
る
必
要
性
を
重
視
す
る

と
と
も
に
、
政
府
の
人
権
侵
害
保
護
義
務
を
確
認
し
て
い
る
。

http://w
w
w
.business-hum

anrights.org/U
N
G
uidingPrinciplesPortal/H

om
e 

 

よ
り
根
本
的
な
部
分
で
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
に
対
す
る
共
同
投
資
は
、
企
業
の
持
続
可
能
性
の

ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
企
業
が
成
長
、

成
功
で
き
る
豊
か
で
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
役
立
つ
こ

と
が
で
き
る
。

新
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ

持
続
可
能
性
を
企
業
の
戦
略
と
事
業
に
深
く
根
付
か
せ
る
に
は
、

そ
の
優
先
順
位
は
組
織
の
最
上
層
部
が
主
導
し
て
決
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
「
持
続
可
能
な
企
業
活
動
を
実
施
す
る
こ
と

は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
企
業
倫
理
の
観
点
か
ら
正
し
い
だ

け
で
な
く
、
財
務
的
観
点
か
ら
も
ベ
ス
ト
」
と
い
う
強
い
信
念

が
経
営
幹
部
に
な
け
れ
ば
、
 企
業
の
持
続
可
能
性
は
企
業
の

中
核
活
動
か
ら
孤
立
し
て
取
り
残
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
り
、

「
事
業
を
行
う
上
で
の
必
要
経
費
」
と
考
え
ら
れ
る
の
が
関
の

山
で
あ
る
。
 

持
続
可
能
性
に
対
す
る
最
高
経
営
責
任
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
多
い

が
、
取
締
役
会
の
役
割
の
重
要
性
を
重
視
す
る
現
象
は
新
し
い
。

会
社
の
取
締
役
会
又
は
そ
れ
に
類
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
司
る
組

織
は
、
会
社
の
経
済
・
事
業
実
績
に
対
す
る
の
と
同
様
に
会
社

の
持
続
可
能
性
の
遂
行
と
報
告
に
つ
い
て
責
任
を
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
取
締
役
会
は
、
幹
部
社
員
の
登
用
や
報
酬
に
持

続
可
能
性
を
組
み
入
れ
、
そ
の
成
果
を
上
層
部
全
体
の
報
酬
と

連
動
さ
せ
る
道
を
開
く
独
自
の
立
場
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
 

上
層
部
や
取
締
役
を
完
全
に
関
与
さ
せ
、
そ
の
こ
と
を
企
業
文

化
の
中
で
積
極
的
に
伝
え
る
と
、
最
大
の
実
績
を
も
た
ら
す
機

会
が
生
ま
れ
 、
「
企
業
の
持
続
可
能
性
は
事
業
の
優
先
事
項

で
あ
る
」
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
地
域
全
体
の
各
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
送
ら
れ
る
。

ロ
ー
カ
ル
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

次
項
で
論
じ
る
よ
う
に
、
企
業
は
、
個
別
の
取
り
組
み
以
外

に
も
、
関
連
し
た
イ
シ
ュ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
業
界
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
画
す
る

こ
と
で
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
信
頼
で
き
る
環
境

の
中
で
、
仲
間
同
士
で
教
え
合
い
学
び
合
う
と
、
持
続
可
能

性
の
リ
ス
ク
と
機
会
を
適
切
に
管
理
す
る
取
り
組
み
を
推
進

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
社
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
め
ば
、
持
続
可
能
性
の
目
標
達
成
の
可

能
性
が
高
ま
る
と
と
も
に
目
標
達
成
に
要
す
る
費
用
を
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
企
業
が
共
同
で
行
動
す
れ
ば
、

体
系
的
バ
リ
ア
を
取
り
除
き
、
持
続
可
能
性
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
報
い
る
こ
と
が
可
能
な
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が

で
き
る
。



共
同
投
資
と
連
携
は
、
必
要
で
あ
れ
ば
た
と
え
そ
れ
が
競
合
他
社

と
で
あ
っ
て
も
、
企
業
の
持
続
可
能
性
を
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
す
る

鍵
と
な
る
。
こ
の
10年

で
取
り
組
み
が
促
進
し
、
企
業
間
の
連
携

を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
急
増
し
た
。
こ

う
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
存
在
に
よ
っ
て
企
業
の
持
続
可
能

性
が
変
革
の
力
と
な
る
可
能
性
は
格
段
と
大
き
く
な
り
、
ビ
ジ
ネ

ス
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
構
造
の
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し

て
は
、
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
、
G
RI（

G
lob
al 

Reporting Initiative）
、
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
世
界
経
済

人
会
議
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
BSR（

Business for Social 
Responsibility）

な
ど
の
組
織
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
各
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
は
、
企
業
の
判
断
や
持
続
可
能
性
の
活
動
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、
前
記
の
機
関
を
始
め
と
す
る
多
く
の
組
織
が
、
課
題
や

業
界
、
地
域
単
位
で
企
業
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
や
共

同
行
動
を
促
進
し
て
い
る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ

る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
拠
点
は
、
よ
り
効
果
的
に
情
報
の
仲
介
と

共
有
を
行
い
、
取
り
組
み
を
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
も
の
で
あ

る
。

国
連
主
導
に
よ
る
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
 

国
連
で
は
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
、
事
務
総
長
が
率
先
し
て
政

府
、
慈
善
団
体
、
市
民
社
会
、
企
業
、
投
資
家
の
取
り
込
み
を

行
っ
て
き
た
。
特
に
、
女
性
と
子
供
の
健
康
、
持
続
可
能
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
食
糧
・
栄
養
の
確
保
を
進
め
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
あ
る
Every W

om
an Every Child、

Sustainable Energy
for All、

Zero H
unger Challengeは

、
機
会
を
具
体
化
し
、

企
業
を
活
気
づ
け
、
あ
ら
ゆ
る
参
加
者
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

と
投
資
を
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
ま
た
、
事
務
総
長
は

マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
成
功
体
験

を
も
と
に
、
国
連
の
目
標
を
支
え
る
大
パ
ー
ト
ナ
ー
連
立
結
成

を
強
化
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
基
金
の
設
立
に
動
い
て
い
る
。
 

イ
シ
ュ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

近
年
、
特
定
の
持
続
可
能
性
の
課
題
に
重
点
を
置
い
た
グ
ロ
ー

バ
ル
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
増
加
し
て

い
る
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
国
連
の
Caring for Clim

ate、

-

ビ
ジ
ネ
ス
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

 

CEO
 W
ater M

andate、
W
om
en’s Em

pow
erm
ent Principles 

Initiatives、
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
世
界
経
済
人
会
議
の
G
lobal

Electricity Initiative、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
 Partnering Against

Corruption Initiatives、
W
W
Fの
 W
ater Stew

ardship Program
、

Solidaridad N
etw
ork、

M
D
G
 H
ealth Alliance、

国
連
環
境
計
画

金
融
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
(U
N
EP-FI)、

 国
連
責
任
投
資
原
則
、
赤
道
原
則

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
基
準
と
規
範
を
明

確
に
し
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
定
義
す
る
こ
と
を
支
援
し
、
参
加

企
業
・
組
織
の
学
び
合
い
や
教
え
合
い
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
拍
車
を
か
け
、
先
頭
に
立
っ
て
問
題
に
取
り
組
む
企
業

を
表
彰
し
、
一
部
活
動
で
ま
だ
残
っ
て
い
る
先
発
者
の
不
利
益
を
緩
和

す
る
。
ま
た
、
イ
シ
ュ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
志
を
同
じ
く
す

る
企
業
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
仲
介
が
進

む
。
最
終
的
に
、
イ
シ
ュ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
あ
る
問
題
に
つ

い
て
産
業
界
を
と
り
ま
と
め
、
制
度
変
更
を
可
能
に
す
る
よ
り
良
い
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

イ
シ
ュ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
 、
企
業
が
一
丸
と
な
っ
て
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
し
、
体
系
的
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
そ
し

て
そ
の
努
力
が
、
間
違
い
な
く
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
す
る
有
力
手
段
の
一

つ
で
あ
る
。
2013年

9月
に
教
育
と
平
和
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

に
よ
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
新
設
さ
れ
、
ポ
ス
ト

2015年
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、
イ
シ
ュ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
グ
ロ

ー
バ
ル
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
へ
の
さ
ら
な
る
参
画
の
可
能
性
を
示

し
、
新
た
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
創
設
を
促
す
と
と
も
に
、
よ
り
一
層

イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
た
め
に
様
々
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
間
で
ラ
ー

ニ
ン
グ
及
び
活
動
を
調
整
す
る
方
法
を
見
出
し
て
い
る
。

業
界
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

各
業
界
の
企
業
が
協
力
し
て
、
自
社
が
属
す
る
業
界
に
特
有
の
持
続
可
能

性
の
問
題
に
共
同
で
取
り
組
む
例
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
業
界
別
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
出
現
は
、
業
界
全
体
が
底
上
げ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
の
証
で
あ
る
。
 例
と
し
て
は
、
Responsible Care（

化
学
薬
品
)、

Global M
ining Initiative、

Electronic Industry Citizenship Initiatiative
（
電
機
業
界
）
、
Fair Labor Association（

衣
料
品
・
繊
維
製
品
）
、
採
取

産
業
透
明
性
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
鉱
業
・
石
油
開
発
業
の
採
取
産
業
）
、

G
lobal Sustainable Tourism

 Council（
G
STC）

、
BSR の

G
uiding 

Principles on Access to H
ealthcare な

ど
が
あ
る
。

業
界
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
Architectureの

不
可
欠
部
分
で
あ
る
こ
と

に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。
ど
の
企
業
に
と
っ
て
も
持
続
可
能
性
を

改
善
す
る
最
も
実
用
的
な
例
は
、
同
じ
業
界
内
に
存
在
す
る
可
能
性
が
高

い
。
低
所
得
国
の
開
発
と
持
続
可
能
性
に
と
っ
て
特
定
の
産
業
が
重
要
な

役
割
を
果
た
す
。
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
、
採
取
産
業
、
銀
行
・
金
融
サ
ー
ビ

ス
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
短
期
的
な
目
標
と
持
続
可
能
な
発
展
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
拠
点

現
地
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

お
よ
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

業
界
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

イ
シ
ュ
ー

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

活
動
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
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サ
ポ
ー
ト
対
応
と
の
間
に
ト
レ
ー
ド
オ
フ
が
あ
り
、
先
発
者
に

大
き
な
負
担
が
生
じ
る
場
合
、
条
件
を
平
等
に
し
て
重
要
な
変

革
を
実
施
す
る
に
は
、
業
界
全
社
が
一
斉
に
全
競
争
的
な
行
動

を
取
る
以
外
に
選
択
肢
は
な
い
だ
ろ
う
。

業
界
別
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
広
範
囲
な
持
続
可
能
性
の
解
決

策
を
提
供
す
る
際
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

業
界
グ
ル
ー
プ
は
、
直
接
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
、

多
く
の
場
合
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て
、

戦
略
、
基
準
、
目
標
と
幅
広
い
開
発
目
標
の
融
合
を
強
化
す
る

一
歩
を
踏
み
出
し
、
持
続
可
能
な
発
展
を
実
現
す
る
た
め
の
国

際
的
努
力
に
欠
か
せ
な
い
役
割
を
演
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

現
地
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
に
関
す
る
決
定
と
行
動
は
大
半
が
現
地
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
、

現
地
の
課
題
に
対
処
し
、
現
地
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
巻
き

込
む
。
持
続
可
能
な
発
展
に
関
す
る
要
求
事
項
と
優
先
事
項
は

地
域
に
よ
っ
て
変
わ
る
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
Business 

Engagem
ent Architectureに

と
っ
て
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン

パ
ク
ト
・
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
）
国
や
現
地
レ
ベ
ル

の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
不
可
欠
で
あ
る
 。

現
地
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
企
業
に
大

き
な
機
会
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
大
き
な
サ
ポ
ー
ト
と
な
る
。

そ
の
例
と
し
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
調
整
や
、
普
遍
的
原

の
置
き
換
え
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
現
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

国
内
ま
た
は
現
地
の
持
続
可
能
な
発
展
の
優
先
事
項
や
優
先
事

項
に
取
り
組
む
際
に
企
業
の
持
続
可
能
性
が
果
た
す
役
割
に
関

す
る
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
並
び
に
政
府
と
産

業
界
と
の
対
話
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
志
を

同
じ
く
す
る
同
士
を
つ
な
い
で
提
携
さ
せ
、
市
民
社
会
や
政
府

な
ど
の
主
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
対
話
を
行
う
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
に
も
な
る
。

既
に
多
く
の
現
地
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
機
能

し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
国
内
や
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
団
体
と

関
係
し
て
い
る
例
や
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
・
ロ
ー
カ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
）
企
業
の
持
続
可
能
性
に
関
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
団
体
と
関
連
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
企
業
の
持
続

可
能
性
の
現
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
複
数
あ
る
場
合
、
密
に
調
整

を
行
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
（
複
数
の
グ
ロ
ー
バ
ル
組
織
に
加

入
し
た
ま
ま
で
）
統
合
も
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
課
題
が
グ

ロ
ー
バ
ル
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
国
や
業
界
部
門
全
体
を
変
え
ら
れ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
企
業
や
公
共
部
門
と
築
き
、
育
む
力
を
強
化
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

国
連
加
盟
国
は
、
ポ
ス
ト
2015年

に
向
け
て
国
家
目
標
並
び
に
関

連
の
目
標
を
ま
と
め
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
国
家
戦
略
は
、
積
極

的
に
産
業
界
を
巻
き
込
む
こ
と
、
そ
し
て
今
後
数
年
・
数
十
年
の

持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
実
現
に
役
立
つ
現
地
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

を
育
て
活
用
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
立
て
る
べ
き
で
あ
る
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
拠
点

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利
用
し
て
大
き
な
相

乗
効
果
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
不
可

欠
な
通
信
・
情
報
手
段
と
し
て
世
界
の
隅
々
に
浸
透
し
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
利
用
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
一
般
的
に
オ
ン
ラ
イ

ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
は
、
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
の
当
事
者
を
結
び
、
そ
れ
ら
を
ま
た
た
く
間
に
ス
ケ

ー
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
般
的
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
業
界
や
課
題
、
あ
る
い
は
、
地
域
に
存

在
し
て
お
り
、
企
業
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ

っ
て
処
理
費
用
を
削
減
で
き
る
と
同
時
に
、
知
識
、
パ
ー
ト
ナ
ー
、

ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
た
取
り
組
み
を
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

2013年
9月
に
開
設
さ
れ
た
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
・

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
ハ
ブ
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ

の
ハ
ブ
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
マ
ッ
プ
ベ
ー
ス
の
分
析
を
利
用
し
、

水
・
公
衆
衛
生
、
気
候
変
動
、
腐
敗
防
止
、
社
会
的
企
業
の
概
念

な
ど
の
問
題
に
関
す
る
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
解
決
策
の
当

事
者
を
結
ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。
目
標
は
、

短
期
間
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
プ
ラ
ス
の
結
果
を
ロ
ー
カ
ル

レ
ベ
ル
で
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
他
、
環
境
・
社
会
に
関

す
る
主
な
考
慮
事
項
の
組
み
入
れ
を
旗
印
に
投
資
家
を
集
め
る
た

め
に
作
ら
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
る
国
連
責
任
投
資
原
則

の
 Engagem

ent Clearinghouse、
国
連
機
関
の
ニ
ー
ズ
と
企
業

の
資
源
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
business.un.org

の
2つ
も
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利
用
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
例
で

あ
る
。
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信
頼
構
築

企
業
の
活
動
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
、
推
進
す
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
一
連
の
適
切
な
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ

ィ
対
策
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ポ
ス
ト
20

15時
代
に
お
い
て
は
、
企
業
が
信
用
を
得
て
信
頼
の
で
き
る

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
に
は
、
自
社
が
社
会
や
環

境
に
与
え
る
影
響
を
包
み
隠
す
こ
と
な
く
、
「
自
社
の
事
業
活

動
が
ど
の
よ
う
に
社
会
の
価
値
を
生
み
出
し
て
い
る
の
か
、
あ

る
い
は
価
値
を
失
わ
せ
て
い
る
の
か
」
そ
し
て
「
自
社
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
か
」
 に
つ
い
て
説
明
責
任
を
負
う
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
と
と
も
に
、
持
続
可
能
性
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
企
業
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
透
明
性
を
向
上
さ
せ
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
効
果
的

に
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
。

報
告
書
の

基
準

認
証

ス
キ
ー
ム

透
明
性
・
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

原
則
及
び
目
標
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
に
関
す
る
公
式
な
記
録

測
定
・

評
価
業
務

新
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ウ
ェ
ブ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
企
業
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標
に

沿
っ
た
自
発
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
期
限
を
定
め
た
測

定
可
能
な
目
標
が
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。
 

http://business.un.org/com
m
itm
entsを

参
照
。
2015年

ま
で
に
追
加
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
機
能
は
多
数
あ
る
が
、
リ
オ
+20よ

り
前
に
企
業
が
提
出
し
た
も
の
も
含
め
、
こ
れ
ま
で

に
提
出
さ
れ
た
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
閲
覧
や
検
索
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

原
則
及
び
目
標
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に

関
す
る
公
式
な
記
録

持
続
可
能
性
の
責
任
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
つ
い
て
透
明
性
を

増
し
、
よ
り
率
直
に
伝
え
る
企
業
が
増
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。
そ
の
重
要
な
第
一
歩
と
し
て
、
普
遍
的
原
則
の
遵
守
を

公
約
す
る
企
業
を
増
や
し
続
け
、
そ
の
記
録
の
閲
覧
や
検
索
が

容
易
に
で
き
る
世
界
的
な
取
り
組
み
を
一
丸
と
な
っ
て
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク

ト
の
10原

則
の
遵
守
を
公
約
し
て
い
る
約
8,000社

の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
は
、
人
権
、
労
働
関
連
事
項
、
環
境
保
護
、
腐
敗
防

止
の
高
い
基
準
を
守
る
責
任
を
企
業
に
負
わ
せ
る
格
好
の
立
場

に
あ
る
。

持
続
可
能
な
発
展
に
関
す
る
具
体
的
、
か
つ
期
限
付
き
の
責
任

及
び
目
標
（
1つ
あ
る
い
は
複
数
の
）
を
記
し
た
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
の
記
録
は
、
消
去
で
き
な
い
記
録
と
し
て
、
そ
の
約
束
及

び
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
関
す
る
説
明
責
任
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

が
企
業
に
求
め
る
際
の
裏
付
け
と
な
る
。
国
連
を
拠
点
と
す
る

一
元
化
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ウ
ェ
ブ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
整

備
さ
れ
、
多
彩
な
組
織
多
数
が
関
与
し
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を

集
め
確
認
し
て
い
る
。
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
推
進
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
一
連
の
企
業
が
約
束
す
る
こ
と
で
、
ア

カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
に
直
接
影
響
す
る
だ
け
で
な
く
、
企
業
全

体
の
進
捗
状
況
の
審
査
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
、
個
別
業
界
の
ベ

ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
が
可
能
に
な
る
。



 
1
3
 
 

測
定
・
評
価
業
務

例
え
ば
、
企
業
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排
出
量
、
あ
る
い
は

「
poverty footprint（

貧
困
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
）
」
の
測
定

は
、
き
わ
め
て
困
難
で
複
雑
で
あ
る
。
だ
が
、
信
頼
性
の
あ
る

方
法
で
行
え
ば
、
企
業
全
体
に
有
益
な
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
が
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
根
本
的
に
は
、
企
業
に
持
続
可
能
性
に

対
す
る
自
社
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
実
情
に
つ
い
て
の
説
明
を

促
す
こ
と
で
、
重
要
な
社
会
的
目
標
を
支
援
す
べ
く
企
業
が
行

っ
て
い
る
貢
献
に
つ
い
て
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
正
確
に
把

握
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
ポ
ス
ト
2015年

ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
各
重
点
分
野
に

つ
い
て
、
デ
ー
タ
収
集
及
び
集
約
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

と
も
に
、
様
々
な
業
種
や
地
域
の
企
業
に
適
し
た
主
要
な
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
目
標
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

報
告
書
の
基
準

こ
の
20年

間
で
、
非
財
務
情
報
に
関
す
る
報
告
が
飛
躍
的
に
増

加
し
、
現
在
で
は
、
持
続
可
能
性
へ
の
取
り
組
み
を
約
束
し
た

企
業
の
透
明
性
を
測
る
指
標
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。

国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
の
加
入
企
業
の
場
合
、
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
の
継
続
的
改
善
に
向
け
て
定
め
ら
れ
た
戦
略
、

方
針
、
手
順
の
説
明
な
ど
、
自
社
の
経
済
、
社
会
、
環
境
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
自
社
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
説
明
す
る
年
に
一
度
の
活
動
報
告
（
CO
P:Com

m
unication 

on Progress）
（
一
般
的
に
持
続
可
能
性
に
関
す
る
報
告
書

か
総
合
報
告
書
）
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

持
続
可
能
な
開
発
目
標
に
沿
っ
て
期
限
目
標
を
定
め
た
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
を
国
連
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
登
録
し
て
い
る
企

業
に
は
、
進
捗
状
況
に
関
す
る
最
新
情
報
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
毎
年
提
供
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
企
業
が
自
社
の
経
済
、
社
会
、
環
境
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
に
関
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
及
び
影
響
に
つ
い
て
「
何
を

ど
の
よ
う
に
報
告
す
る
か
」
を
決
め
る
際
の
基
準
や
枠
組
み
は
、

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
及
び
透
明
性
に
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、

Post-2015 Business Engagem
ent Architectureの

重
要
な

要
素
と
な
る
。

G
RI(G
lobal Reporting Initiative)及

び
現
在
国
際
統
合
報
告
評

議
会
（
IIRC）

に
よ
っ
て
開
発
中
で
あ
る
統
合
報
告
の
た
め
の
枠

組
み
は
、
大
い
に
前
進
す
る
上
で
の
基
盤
と
な
る
。
ポ
ス
ト
2015

時
代
の
優
先
事
項
は
、
各
種
の
基
準
や
枠
組
み
間
の
整
合
性
の
確

保
、
新
た
な
持
続
可
能
な
発
展
目
標
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
、
外
部

評
価
に
対
す
る
最
適
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
理
解
を
促
進
す
る

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

-

認
証
ス
キ
ー
ム

報
告
書
の
基
準
と
同
様
、
認
証
ス
キ
ー
ム
も
企
業
が
持
続
可
能
性

の
優
先
事
項
と
進
捗
状
況
を
、
信
頼
性
の
あ
る
方
法
で
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
に
伝
え
る
重
要
な
ツ
ー
ル
に
な
る
が
、
報
告
書
の
基
準

と
は
異
な
り
、
認
証
は
、
一
般
的
に
組
織
全
体
で
は
な
く
具
体
的

な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
行
わ
れ
、
消
費
者
に
向
け
た
簡
易

で
は
あ
る
が
信
頼
性
の
あ
る
情
報
発
信
を
可
能
に
す
る
よ
う
考
え

ら
れ
て
い
る
。
 

ポ
ス
ト
2015時

代
に
お
い
て
、
認
証
ス
キ
ー
ム
を
通
じ
企
業
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
及
び
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
推
進
す
る
に
は
、

社
会
、
環
境
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
関
連

し
た
基
準
を
、
常
に
最
も
先
進
的
な
企
業
に
お
け
る
も
の
と
同
等

の
水
準
に
す
る
と
と
も
に
、
保
証
プ
ロ
セ
ス
の
有
効
性
と
信
頼
性

を
改
善
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
認
証
に
対
す
る

消
費
者
の
認
知
度
を
高
め
、
理
解
を
深
め
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ

ィ
を
証
明
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
の
認
定
の
有
効
性
を
強
化
す
る
に

は
、
分
野
に
よ
っ
て
は
基
準
と
ラ
ベ
ル
の
統
合
が
あ
る
程
度
必
要

に
な
る
だ
ろ
う
。
ポ
ス
ト
2015時

代
の
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
新
た

に
対
象
と
な
る
分
野
で
は
、
企
業
並
び
に
関
連
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
は
、
新
し
い
認
証
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
合
意
し
、
関
連
の
基

準
や
適
切
な
保
証
プ
ロ
セ
ス
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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進
捗
状
況
の
レ
ビ
ュ
ー

企
業
が
ポ
ス
ト
2015年

ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
最
大
限
貢
献
す
る
に
は
、

定
期
的
な
進
捗
状
況
の
レ
ビ
ュ
ー
、
そ
れ
ま
で
の
推
移
の
十
分
な

検
討
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
基
に
し
た
優
先
事
項
や
ア
プ
ロ
ー
チ
の

調
整
が
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
内
省
力
を
Architectureの

あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
組
み
入
れ
る

必
要
が
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
イ
シ
ュ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
業
界

別
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
現
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、
企
業
の
持

続
可
能
性
に
関
す
る
行
動
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
動
機
づ
け
と
推
進

と
い
う
観
点
か
ら
経
験
を
共
有
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ベ
ス
ト
プ
ラ

ク
テ
ィ
ス
へ
貢
献
す
る
重
要
な
役
割
が
あ
る
。
 

国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
、
 持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の

世
界
経
済
人
会
議
、
G
RI（
G
lobal Reporting Initiative）

な
ど
企
業
の
持
続
可
能
性
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
組
織
に
は
、

企
業
の
発
展
の
推
進
と
持
続
可
能
性
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
進
捗

状
況
全
般
の
定
期
的
評
価
で
果
た
す
べ
き
具
体
的
な
役
割
が
あ
る
。

企
業
か
ら
報
告
さ
れ
た
進
捗
状
況
を
把
握
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
か
ら
洞
察
を
引
き
出
す
に
は
、
Post2015 Business 

Engagem
ent Architectureの

年
間
審
査
が
新
た
に
必
要
で
あ
る
。

そ
う
し
た
報
告
書
を
も
と
に
、
Architectureを

継
続
的
に
強
化

す
る
提
言
を
ま
と
め
、
政
府
に
採
用
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
、
よ

り
広
範
な
ポ
ス
ト
2015年

開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
進
捗
状
況
審
査
に

盛
り
込
む
こ
と
も
で
き
る
。
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金
融
業
界
に
は
、
ポ
ス
ト
2015年

ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
対

す
る
企
業
の
貢
献
と
投
資
で
果
た
す
べ
き
極
め
て
重

要
な
役
割
が
あ
る
。
 

近
年
、
金
融
市
場
の
様
々
な
部
門
で
、
投
資
に
関
す

る
意
思
決
定
に
環
境
、
社
会
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
ま
た

よ
り
広
い
開
発
に
関
す
る
広
い
懸
念
事
項
が
組
み
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
 Responsible 

Investm
ent、

Sustainable Finance、
Im
pact 

Investm
entと

言
っ
た
用
語
は
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
、

ま
た
は
現
地
の
持
続
可
能
性
の
課
題
は
、
対
応
を

誤
る
と
重
大
な
投
資
リ
ス
ク
を
生
じ
か
ね
な
い
」
と

い
う
理
解
が
広
ま
る
。

機
関
投
資
家
や
小
口
投
資
家
、
銀
行
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
提
供
機
関
、
保
険
会
社
、
財
団
や

慈
善
団
体
は
、
市
場
に
お
け
る
数
多
く
の
推
進
材
料

に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
証
券
取
引
所
に
よ

る
市
場
情
報
へ
の
持
続
可
能
性
の
基
準
と
実
施
状
況

の
記
載
の
義
務
付
け
（
あ
る
い
は
提
案
）
、
投
資
に

関
す
る
イ
シ
ュ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
能
力
開
発

「
ゲ
ー
ト
」
、
市
場
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
し
Im
pact 

Investm
entを

推
進
す
る
仲
介「
ハ
ブ
」な
ど
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
効
率
的
リ
ス
ク
管
理
、
並
び
に
関
連
の
投

資
商
品
や
革
新
的
商
品
の
開
発
に
も
投
資
に
関
連
し

た
商
機
が
あ
る
。
後
者
の
例
と
し
て
は
、
持
続
可
能

性
特
化
フ
ァ
ン
ド
（
ク
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
）

イ
ン
パ
ク
ト
債
券
、
天
候
・
作
物
保
険
、
マ
イ
ク
ロ

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
マ
イ
ク
ロ
保
険
な
ど
が
あ
る
。
つ

ま
り
、
急
速
に
変
化
す
る
投
資
家
の
動
き
は
、
長
期

収
益
を
確
保
し
つ
つ
、
持
続
可
能
性
の
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
に
も
貢
献
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

例
は
以
下
の
と
お
り
。

• 
国
連
環
境
計
画
金
融
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
：
銀
行
、

保
険
会
社
、
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
 国
連
責
任

投
資
原
則
な
ど
、
資
本
30兆

米
ド
ル
を
は
る
か
に

上
回
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
資
産
所
有
者
を

代
表
す
る
200機

関
以
上
が
参
加

民
間
に
よ
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
例

P
 = 資

産
運
用
投
資

B
 = 銀

行
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

I 
= 保

険
F = 財

団
お
よ
び
慈
善
団
体

C
 = 企

業
 (FD
I)

 

 = 推
進
材
料
：
証
券
取
引
所
、
市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
ゲ
ー
ト
、
ハ
ブ

C

民
間
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

B
P

I
F

赤
道
原
則
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

案
件
に
環
境
・
社
会
リ
ス
ク
を
組
み
入
れ
て

い
る
銀
行
並
び
に
そ
れ
に
類
す
る
金
融
機
関

の
連
合
体
。
新
興
成
長
市
場
の
国
際
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
案
件
全
体
の
70%
以

上
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
 

• 
社
会
的
投
資
の
た
め
の
原
則

（
The Principles for Social Investm

ent）
：
財
団
や
そ
の
他
の
組
織
に
対
し
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
持
続
可
能
な
方
法
で
開
発

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う

な
社
会
的
投
資
を
促
す
一
連
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
。

持
続
可
能
な
保
険
の
た
め
の
原
則

（
The Principles for Sustainable Insurance）
：
革
新
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
及
び
保

険
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
す
る
持
続
可

能
性
に
関
す
る
枠
組
み
。

最
後
に
、
2012年

に
は
企
業
に
よ
る
対
外
直
接

投
資
（
FD
I）
が
1兆
6000億

ド
ル
に
達
し
、
20

07年
の
ピ
ー
ク
時
の
2兆
ド
ル
を
回
復
す
る
勢
い

で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
企
業
に

よ
る
対
外
直
接
投
資
（
FD
I）
も
、
投
資
に
関
す

る
決
定
が
普
遍
的
持
続
可
能
性
原
則
に
根
付
い

た
も
の
で
あ
れ
ば
、
民
間
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ

う
。
企
業
は
、
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
FD
I」
を
行

う
だ
け
で
な
く
、
自
社
運
営
の
投
資
資
産
（
企

業
年
金
基
金
な
ど
）
に
責
任
あ
る
投
資
に
つ
い

て
の
原
則
を
組
み
入
れ
て
、
民
間
に
よ
る
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
貢
献
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

以
上
を
要
約
す
る
と
、
 民
間
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
は
、
2015年

以
降
の
幅

広
い
実
施
運
動
に
貢
献
す
る
莫
大
な
可
能
性
が

秘
め
ら
れ
て
い
る
。
 

（
主
に
寄
付
や
献
金
形
式
で
資
本
や
資
金
を
提

供
す
る
）
財
団
や
慈
善
団
体
は
、
持
続
可
能
な

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
年
間
何
百
億
ド
ル
も
投

じ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

•
 

• • 
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す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
共
通
す
る
最
優
先
事
項
：

• 
報
告
を
伴
う
原
則
及
び
目
標
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
基
づ
き
、
明
確
な
目
標
を
設
定
し
、
企
業
の
果
た
す
役
割
を

認
識
す
る
な
ど
、
意
欲
的
な
ポ
ス
ト
2015年

開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
採
用
に
つ
い
て
の
支
持
を
表
明
す
る

• 
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
、
イ
ン
パ
ク
ト
を
最
大
化
す
べ
く
新
た
な
連
携
を
模
索
す
る

• 
グ
ロ
ー
バ
ル
な
優
先
事
項
に
対
す
る
企
業
の
参
画
を
拡
大
し
前
進
さ
せ
る
た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ま
た
は
現
地
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
資
源
に
共
同
投
資
す
る

企
業
：

• 
事
業
を
展
開
す
る
国
の
最
低
限
の
規
制
要
件
に
加
え
、
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
の
普
遍
的
原
則
を
尊
重
し
、

そ
の
旨
を
公
約
す
る

-

• 
事
業
活
動
が
社
会
及
び
環
境
の
持
続
可
能
性
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
特
使
、
防
止
し
、
軽
減
し
、
そ
し
て
ど
の

よ
う
に
対
処
す
る
か
に
つ
い
て
責
任
を
も
つ
た
め
に
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
及
び
専
門
家
と
の
継
続
的
か
つ
包
括
的

な
対
話
を
続
け
る

• 
事
業
戦
略
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
研
究
開
発
の
優
先
事
項
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
持
続
可
能
性
に
関
す
る
責
任
に
沿
っ
た

も
の
と
し
、
持
続
可
能
な
発
展
に
関
す
る
具
体
的
な
目
標
の
達
成
に
向
け
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
定
す
る

• 
持
続
可
能
性
を
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
企
業
文
化
に
組
み
入
れ
、
管
理
職
や
一
般
社
員
に
対
し
て
企
業
の
持

続
可
能
性
向
上
へ
の
意
欲
を
促
す
適
切
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
打
ち
出
す

• 
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
進
捗
状
況
を
包
み
隠
さ
ず
率
直
に
報
告
し
、
顧
客
や
投
資
家
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
、
持
続
可
能
性
に
関
す
る
情
報
を
入
れ
る
。
そ
の
際
、
G
RI（
G
lobal Reporting Initiative）

、
評
価
の
高

い
測
定
・
評
価
法
や
認
証
ス
キ
ー
ム
な
ど
、
関
連
し
た
報
告
基
準
を
採
用
す
る

• 
企
業
の
持
続
可
能
性
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
投
資
家
に
伝
え
る
手
段
を
活
用
し
、
適
宜
、
企
業
の
年
金
基
金
に
責
任

あ
る
投
資
方
針
を
採
用
す
る

• 
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
最
低
基
準
の
遵
守
と
持
続
可
能
な
活
動
の
推
進
を
促
す
た
め
に
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
契
約
を
締
結
す
る
前
に
持
続
可
能
性
に
関
す
る
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
実
施
し
、
明
確
な
期
待
事

項
を
設
定
す
る

• 
持
続
可
能
性
に
関
す
る
課
題
に
対
す
る
企
業
の
関
与
を
拡
大
、
前
進
さ
せ
る
た
め
、
イ
シ
ュ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

及
び
業
界
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
参
画
を
強
め
、
適
宜
、
組
織
的
課
題
の
克
服
を
助
け
る

• 
現
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
参
加
し
、
積
極
的
に
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
及
び
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
共
有
す
る
と
と
も
に
、
適
宜
、
運
営
上
の
支
援
や
リ
ソ
ー
ス
を
提
供
す
る

• 
そ
の
場
限
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
超
え
て
、
他
の
企
業
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
変
革
を
起
こ
す
だ
け
の
影
響
力
を

も
つ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
む

投
資
家
・
金
融
機
関

• 
資
産
所
有
者
と
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
向
け
の
責
任
投
資
原
則
（
PRI）

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
提
供
機
関

向
け
の
赤
道
原
則
、
持
続
可
能
な
保
険
原
則
な
ど
の
関
連
原
則
に
従
い
、
尊
重
す
る

• 
信
頼
性
の
あ
る
報
告
基
準
に
則
り
、
事
業
戦
略
及
び
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
持
続
可
能
性
の
統
合
に
関
す
る
重
要
な
情
報
を

提
供
し
、
認
証
を
受
け
る
こ
と
を
求
め
る

• 
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
フ
ァ
ン
ド
並
び
に
持
続
可
能
な
発
展
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
革
新
的
金
融
商
品
の
開
発
や
販
売

を
通
し
て
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

• 
貧
困
層
の
金
融
及
び
金
融
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
向
上
さ
せ
る
機
会
を
み
つ
け
る

ARCHITECTUREの
実
現
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政
府
：

• 
人
権
と
個
人
の
基
本
的
自
由
を
保
護
す
る
義
務
を
果
た
し
、
暴
力
に
打
ち
勝
ち
、
幅
広
い
持
続
可
能
な

発
展
に
不
可
欠
な
経
済
的
利
益
や
関
連
し
た
社
会
的
便
益
を
民
間
セ
ク
タ
ー
が
も
た
ら
す
た
め
に
必
要

な
、
平
和
と
安
定
の
構
築
に
向
け
て
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
講
じ
る

• 
多
国
間
貿
易
に
関
す
る
基
本
的
な
規
範
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
市
場
機
会
及
び
雇
用
を
創
出
す
る
機
会
及
び

革
新
を
企
業
が
よ
り
効
果
的
に
広
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

• 
持
続
可
能
性
に
向
け
た
解
決
策
を
サ
ポ
ー
ト
し
推
進
す
る
効
果
的
な
政
策
の
枠
組
及
び
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
設
定
す
る
。
各
種
政
策
や
仕
組
み
に
よ
り
、
適
切
な
行
動
を
呼
び
か
け
、
企
業
の
持
続
性
を
可
能

に
す
る
環
境
を
整
備
す
る

• 
意
識
啓
発
、
ツ
ー
ル
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
開
発
、
資
金
提
供
と
い
っ
た
活
動
を
通
じ
、
国
連
グ
ロ
ー

バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
な
ど
の
普
遍
的
価
値
観
に
基
づ
い
て
企
業
の
持
続
可
能
性
を
推
進
す
る
自
発
的

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
民
間
セ
ク
タ
ー
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
を
支
援
す
る

• 
企
業
に
対
し
、
持
続
可
能
性
に
関
す
る
活
動
の
開
示
を
通
じ
て
（
特
に
統
合
化
さ
れ
た
形
で
の
公
開
を

通
じ
て
）
、
ま
た
、
そ
の
際
に
G
RI(G
lobal Reporting Initiative)等

の
枠
組
み
を
用
い
る
こ
と
で
、

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
及
び
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
を
促
す

• 
革
新
的
な
新
し
い
イ
シ
ュ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
及
び
業
界
別
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
シ
ー
ド
キ
ャ
ピ
タ

ル
を
提
供
し
、
現
地
の
持
続
可
能
性
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
業
務
強
化
を
サ
ポ
ー
ト

す
る

• 
国
別
の
持
続
可
能
性
の
目
標
と
優
先
事
項
の
設
定
並
び
に
達
成
状
況
に
関
す
る
対
話
に
産
業
界
を
積
極

的
に
巻
き
込
む

• 
特
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
透
明
性
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
面
で
国
有
企
業
が
企
業
の
持
続
可
能
性
の

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
よ
う
に
す
る
 

• 
ソ
ブ
リ
ン
・
ウ
エ
ル
ス
・
フ
ァ
ン
ド
（
SW
F）
そ
の
他
年
金
基
金
、
開
発
銀
行
、
外
貨
準
備
高
な
ど
の

公
的
資
金
の
プ
ー
ル
に
責
任
投
資
原
則
と
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
適
用
す
る

市
民
社
会
：

• 
企
業
と
の
継
続
的
対
話
に
参
加
し
、
企
業
活
動
に
由
来
す
る
社
会
、
環
境
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
リ
ス
ク
特

定
と
解
決
策
の
発
見
に
協
力
し
、
企
業
の
公
開
内
容
を
審
査
す
る

• 
共
通
の
優
先
事
項
に
つ
い
て
専
門
知
識
を
提
供
し
て
企
業
と
協
力
し
、
企
業
の
取
り
組
み
、
戦
略
並
び

に
影
響
と
結
果
に
関
す
る
報
告
を
支
援
す
る

• 
現
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
イ
シ
ュ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
業
界
別
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
参
加
し
、
そ

の
活
動
を
強
化
す
る

• 
企
業
の
持
続
可
能
性
に
関
す
る
評
価
・
測
定
、
報
告
及
び
認
証
に
つ
い
て
の
基
準
の
策
定
と
普
及
を
支

援
す
る

• 
持
続
可
能
な
企
業
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
組
織
の
活
動
に
つ
い
て
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
公
表
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
：

• 
責
任
あ
る
経
営
教
育
原
則
（
PRM

E）
を
習
得
し
、
教
育
方
針
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
反
映
す
る

• 
よ
り
持
続
可
能
な
結
果
を
企
業
に
も
た
ら
す
た
め
に
必
要
な
考
え
方
、
技
能
、
知
識
を
今
後
の
ビ
ジ
ネ

ス
リ
ー
ダ
ー
に
提
供
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
共
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
通
じ
、
企
業
や
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
と
提
携
す
る
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POST-2015 BUSINESS ENGAGEM
ENT ARCHITECTURE

推
進

Market-
based

市
場
ベ
ー
ス

社
会
ベ
ー
ス

ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

信
頼
構
築

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

企
業
の
持
続
可
能
性

尊
重

支
持

エ
ン
ゲ
ー
ジ

推
進
力
及
び

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
拠
点

現
地
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

業
界
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

イ
シ
ュ
ー

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

活
動
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
 

前
 進

動
機
付
け

報
告
書
の

基
準
 

認
証

ス
キ
ー
ム

透
明
性
・
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

原
則
及
び
目
標
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
に
関
す
る
公
式
な
記
録
 

測
定
・

評
価
業
務

持
続
可
能
な
発
展
に

お
け
る
優
先
事
項

 
企
業
の
長
期
目
標

・
包
括
的
な
成
長

・
 社
会
的
公
正
及
び

    社
会
的
発
展

・
 環
境
保
護

・
 収
益
増
加

・
 資
源
生
産
性

・
 リ
ス
ク

    マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

f
fi
c
e

こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
U
N
 G
lobal Com

pact O
ffi
ce発

行
の
”Building The 

Post-2015 Business Engagem
ent Architecture”を

、利
用
者
の
便
宜
を

図
る
た
め
、経
済
人
コ
ー
円
卓
会
議
日
本
委
員
会
が
日
本
語
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

正
本
は
英
文
で
あ
り
、正
本
と
本
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
の
間
に
相
違
が
見
ら
れ
る

場
合
は
正
本
の
文
言
が
優
先
さ
れ
る
。

(C)U
N
 G
lobal Com

pact O
ffi
ce

日
本
語
版
翻
訳
：
経
済
人
コ
ー
円
卓
会
議
日
本
委
員
会


	表1
	表2
	表3
	一覧表
	P2
	P3
	P4
	P5
	P6
	P7
	P8
	P9
	P10
	P11
	P12
	P13
	P14
	P15
	P16
	P17
	裏表紙

